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きい B 校では併せて精神保健の現状として悩みの有無や内容を明らかにした。  









の得点上昇は男性（＋ 2.8 点,p<0.001）よりも女性（＋3.5 点,p<0.001）に高く、学年でみ
ると１年次（＋3.8 点,p<0.001）が最も高かった。また悩みを有する者（＋ 3.4 点,p<0.001）
はない者（＋ 3.2 点,p<0.001）よりも差が大きかった。また両校とも教育の実施体制の構
築にあたっては大学生および専門家が 3~5 回程度の議論を重ねた。  
考察：多くの大学生が過去一年間に悩みを抱えており、メンタルヘルスの予防対策のニー
ズは大きい。小規模な A 校では、専門家への相談は心理的コストの増大によるものか援助
希求には限界があると考えられる。また本教育プログラムでは継続性に限界がある。B 校
においては、援助希求態度に大幅な改善がみられたが、今後その態度が行動へと連なるよ
うな継続的支援と、縦断的な評価が必要だと考えられる。また副次的に大学生と専門家が
協働で精神保健の予防について検討する機会となった。  
結論：メンタルヘルスの問題は対象者にとってニーズがある身近な問題である。今回提示
した教育プログラムは援助希求に関して一定の成果がみられた。また副次的に支援ネット
ワークの構築がなされた。今後大学の環境的特性を踏まえたメンタルヘルス教育の内容構
築がさらに必要である。 
発表予定：日本公衆衛生学会にて発表(予定)。 
